
1

『

フ

ァ

ニ

ー

た

い

焼

き

ト

ム

４

１

カ

ニ

ク

リ

ー

ム

』

第

一

幕

「

カ

ニ

ク

リ

ー

ム

爆

誕

！

」

場

所

：

た

い

焼

き

ト

ム

の

店

内

（

店

の

カ

ウ

ン

タ

ー

、

ト

ム

が

ノ

リ

ノ

リ

で

た

い

焼

き

を

焼

い

て

い

る

。

店

内

に

は

た

い

焼

き

の

香

ば

し

い

匂

い

が

充

満

し

て

い

る

。

ジ

ュ

ワ

ァ

ァ…

と

生

地

が

焼

け

る

音

が

心

地

よ

い

）

ト

ム

「

フ

ィ

ッ

シ

ュ

？

ノ

ン

ノ

ン

！

あ

ん

こ

？

イ

エ

ス

バ

ッ

ト

ノ

ン

！
時

代

は

カ

ニ

ク

リ

ー

ム

！

オ

ー

マ

イ

ガ

ー

！

」

（

た

い

焼

き

を

ヘ

ラ

で

カ

チ

カ

チ

し

な

が

ら

、

妙

な

ダ

ン

ス

を

踊

る

）

魚

住

「

い

や

、

ど

う

し

て

カ

ニ

ク

リ

ー

ム

な

ん

で

す

か

！

？

た

い

焼

き

っ

て

、

カ

ニ

、

関

係

な

い

じ

ゃ

な

い

で

す

か

！

」



2

ト

ム

「

魚

住

！

人

生

は

冒

険

だ

！

た

ま

に

は

殻

を

破

ら

な

き

ゃ

、

カ

ニ

だ

け

に

！

」

（

ド

ヤ

顔

で

指

を

鳴

ら

す

）

魚

住

「

す

ご

い

自

信

で

す

ね…

で

も

、

お

客

さ

ん

受

け

入

れ

て

く

れ

る

か

な

ぁ…

」

（

ト

ム

が

試

作

品

を

差

し

出

す

。

湯

気

が

も

く

も

く

立

ち

の

ぼ

る

、

黄

金

色

の

た

い

焼

き

）

ト

ム

「

ト

ラ

イ

し

て

み

て

！

ワ

オ

！

ク

リ

ー

ミ

ー

エ

ク

ス

プ

ロ

ー

ジ

ョ

ン

！

」

（

魚

住

、
し

ぶ

し

ぶ

口

に

す

る

。
一

瞬

の

沈

黙

。

そ

し

て

、

目

を

見

開

く

）

魚

住
「…

…

熱

っ

！
熱

い

！…
…

け

ど…
…

う

わ

っ

、

サ

ク

ッ

と

し

た

皮

の

中

か

ら

、

と

ろ

っ

と

ろ

の

カ

ニ

ク

リ

ー

ム

が…

こ

れ

、

出

汁

が

効

い

て

る

！
？

カ

ニ

の

風

味

が

ふ

わ

っ

と

広

が

っ

て

、

ミ

ル

ク

と

バ

タ

ー

の

濃

厚

さ

が…

っ

！…
…

意

外

と…
…

ア

リ

？

」



3

（

驚

き

つ

つ

も

、

複

雑

な

表

情

）

ト

ム

「

シ

ー

！

？

言

っ

た

で

し

ょ

！

？

カ

ニ

ク

リ

ー

ム

イ

ズ

ニ

ュ

ー

た

い

焼

き

！

ア

ツ

ア

ツ

の

ク

リ

ー

ム

が

口

の

中

で

爆

発

し

て

、

カ

ニ

の

旨

味

が

踊

る

！

こ

れ

ぞ

エ

ン

タ

ー

テ

イ

メ

ン

ト

た

い

焼

き

！

」

（

ポ

ス

タ

ー

を

ド

ー

ン

と

店

頭

に

掲

げ

る

。「

新

登

場

！

カ

ニ

ク

リ

ー

ム

た

い

焼

き

！

」

と

ド

派

手

な

文

字

）

魚

住

「…
…

本

当

に

大

丈

夫

か

な

ぁ…

」

（

客

足

が

増

え

て

く

る

）

第

二

幕

「

第

一

陣

・
お

客

の

リ

ア

ク

シ

ョ

ン

」

（

様

々

な

お

客

が

訪

れ

る

。

リ

ア

ク

シ

ョ

ン

は

千

差

万

別

）
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常

連

の

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

「

た

い

焼

き

は

あ

ん

こ

一

択

っ

て

決

め

て

る

ん

だ

が…

カ

ニ

ク

リ

ー

ム

！

？

試

し

て

み

る

か…

（

一

口

）…

な

、

な

ん

だ

こ

れ

は…

！

」

（

目

を

閉

じ

、

舌

の

上

で

じ

っ

く

り

味

わ

う

）

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

「…
…

外

は

パ

リ

ッ

と

香

ば

し

く

て

、

噛

む

と

じ

ゅ

わ

っ

と

バ

タ

ー

の

香

り

が

広

が

る…

中

の

ク

リ

ー

ム

は…

う

わ

っ

、
濃

厚

！

と

ろ

け

る

の

に

、

し

っ

か

り

カ

ニ

の

旨

味

が

主

張

し

て

る…

い

や

、

た

い

焼

き

と

は

！

？

（

混

乱

）

」

大

学

生

カ

ッ

プ

ル

彼

氏
「

う

わ

、
ネ

タ

枠

た

い

焼

き

じ

ゃ

ん

w
w

」

彼

女

「

え

ー

、

意

外

と

美

味

し

か

っ

た

り

し

て

？

」

（

彼

氏

が

食

べ

る

。
熱

さ

に

驚

き

な

が

ら

も

、

も

ぐ

も

ぐ

と

口

を

動

か

す

）

彼

氏

「…
…

オ

ー

マ

イ

ガ

ッ…
…

！

？

」
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彼

女

「

え

？

マ

ズ

い

の

？

」

彼

氏
「

い

や

、
う

ま

す

ぎ

て

ヤ

バ

い…

噛

ん

だ

瞬

間

、

ク

リ

ー

ム

が

ど

ば

っ

と

あ

ふ

れ

て

、

熱

々

で

濃

厚

で

、

カ

ニ

の

旨

味

が

舌

に

じ

わ

っ

と

染

み

込

む…

！
」

（

彼

女

も

食

べ

る

。
ふ

た

り

で

顔

を

見

合

わ

せ

る

）

彼

女

・
彼

氏

「

こ

れ

、

革

命

じ

ゃ

ん…

！

」

第

三

幕

「

洋

食

屋

の

シ

ェ

フ

、

衝

撃

を

受

け

る

」

（

近

所

の

商

店

街

の

洋

食

屋
『

ビ

ス

ト

ロ

・
タ

カ

ハ

シ

』

の

シ

ェ

フ

が

来

店

）

シ

ェ

フ

高

橋

「

な

ん

だ

な

ん

だ

、

こ

の

行

列

は…

？

た

い

焼

き

屋

で

こ

ん

な

に

並

ぶ

な

ん

て

、

よ

ほ

ど

美

味

い

の

か

？

」

（

興

味

津

々

で

店

に

入

り

、

カ

ニ

ク

リ

ー

ム

た

い

焼

き

を

注

文

）



6

（

ひ

と

口

食

べ

る

と

、

驚

愕

の

表

情

。

瞳

孔

が

開

き

、

静

か

に

口

の

中

で

味

わ

う

）

シ

ェ

フ

高

橋
「…

…

な

、
な

ん

だ

こ

れ

は…

！
？

サ

ク

ッ

と

香

ば

し

い

生

地

を

噛

ん

だ

瞬

間

、

熱

々

の

ク

リ

ー

ム

が

と

ろ

っ

と

流

れ

出

す…

っ

！

こ

の

ク

リ

ー

ム

、

単

な

る

ホ

ワ

イ

ト

ソ

ー

ス

じ

ゃ

な

い

な…

！

カ

ニ

の

旨

味

が

凝

縮

さ

れ

て

、

バ

タ

ー

と

生

ク

リ

ー

ム

が

見

事

に

絡

み

合

い…

こ

れ

は

、

ま

る

で

高

級

フ

レ

ン

チ

の

ス

ー

プ

を

た

い

焼

き

に

閉

じ

込

め

た

よ

う

な…

！

」

（

絶

賛

し

な

が

ら

、

夢

中

で

食

べ

る

。

も

う

一

つ

、

さ

ら

に

も

う

一

つ

と

手

を

伸

ば

す

）

シ

ェ

フ

高

橋

「

す

ご

い…

こ

ん

な

た

い

焼

き

、

今

ま

で

見

た

こ

と

が

な

い…

！

」

（

周

囲

の

客

も

同

意

す

る

よ

う

に

う

な

ず

く

。

ト

ム

、

ド

ヤ

顔

）
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ト

ム

「

ウ

ェ

ル

カ

ム

ト

ゥ

ー

た

い

焼

き

レ

ボ

リ

ュ

ー

シ

ョ

ン

！

」

（

魚

住

、

複

雑

な

表

情

）

魚

住

「…
…

普

通

の

た

い

焼

き

屋

に

戻

れ

な

く

な

り

そ

う

な

予

感

が

す

る…

」

（

客

た

ち

は

ど

ん

ど

ん

カ

ニ

ク

リ

ー

ム

た

い

焼

き

を

注

文

し

、

店

内

は

熱

気

で

満

ち

て

い

く

）

第

四

幕

「

シ

ェ

フ

の

決

断

」

（

シ

ェ

フ

高

橋

、

数

日

後

に

再

び

来

店

。

表

情

は

悩

ま

し

げ

）

シ

ェ

フ

高

橋

「

実

は

最

近

、

店

の

売

り

上

げ

が

伸

び

悩

ん

で

い

て…

お

前

の

カ

ニ

ク

リ

ー

ム

た

い

焼

き

を

、

う

ち

の

メ

ニ

ュ

ー

に

加

え

た

い

ん

だ

」

（

ト

ム

、

目

を

輝

か

せ

る

）
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ト

ム

「

フ

ァ

ン

タ

ス

テ

ィ

ッ

ク

！

そ

れ

は

た

い

焼

き

の

新

時

代

の

幕

開

け

だ

！

」

（

魚

住

、

少

し

心

配

そ

う

に

見

つ

め

る

が

、

ト

ム

は

即

決

）

ト

ム

「

オ

ッ

ケ

ー

！

や

ろ

う

！

」

（

試

作

と

調

整

の

シ

ー

ン

追

加

。

店

の

ス

タ

ッ

フ

と

試

食

会

を

開

く

）

ス

タ

ッ

フ

「

こ

の

た

い

焼

き

、

ウ

チ

の

ビ

ー

フ

シ

チ

ュ

ー

と

も

相

性

い

い

か

も

？

」

シ

ェ

フ

高

橋

「

た

し

か

に

！

こ

れ

は

大

ブ

レ

イ

ク

の

予

感

だ…

！

」

第

五

幕

「

大

繁

盛

と

魚

住

の

焦

燥

」

（

ト

ム

、

カ

ニ

ク

リ

ー

ム

た

い

焼

き

を

大

量

生

産

し

、

ビ

ス

ト

ロ

・
タ

カ

ハ

シ

に

配

達

）
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（

店

は

連

日

満

席

。

客

た

ち

が

た

い

焼

き

を

頬

張

り

な

が

ら

歓

喜

の

声

を

上

げ

る

）

客

１

「

う

ま

す

ぎ

る…

！

こ

ん

な

洋

食

ア

リ

か

よ

！

」

客

２
「

た

い

焼

き

な

の

に

高

級

感

ヤ

バ

い…

！
」

（

テ

レ

ビ

取

材

が

入

り

、

大

騒

ぎ

に

）

リ

ポ

ー

タ

ー

「

い

ま

話

題

の

カ

ニ

ク

リ

ー

ム

た

い

焼

き

！

ま

さ

か

の

洋

食

店

コ

ラ

ボ

で

超

話

題

！

」

（

魚

住

、

店

の

隅

で

呟

く

）

魚

住

「…
…

い

つ

普

通

の

メ

ニ

ュ

ー

に

戻

れ

る

の

か

な

？

」

（

ト

ム

、

笑

顔

で

魚

住

の

肩

を

ポ

ン

と

叩

く

）

ト

ム
「

さ

ぁ

、
次

は

何

を

作

ろ

う

か

！
？

俺

は…

ワ

サ

ビ

ク

リ

ー

ム

と

か

ど

う

思

う

？

」
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（

魚

住

、

真

顔

で

固

ま

る

）

魚

住

「

も

う

や

め

て

く

だ

さ

い…
…

」

（

幕

閉

じ

）
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